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               編 集 後 記

 無事、第2号 を世に出すことができて乱正直ほっとしている。創刊号を受けて、本号で

はさらなる発展 をめざし、執筆要項を定め、それにしたがって投稿論文の査読を行 った。

相当にきび しい審査が行われたことを記しておきたい。巻頭言にも述べたが、査読教官の

仕事は論文 の知的彷径の風 をよむことにあった。論文 としての完成度を求めるのは研究者

のつねであるが、発展可能性 を見出し、それがクリエイ トされてい くプロセスに立ち会 う

ことも教官の大切な仕事である。そういう意味での厳 しい指摘から、何度 も書 き直すこと

になった執筆者 もいた。投稿を見合わせる執筆者もいた。さまざまなことがあったが、 と

にもか くにも、本号 は世に出た。知的彷復の風は吹 いているだろうか。読者諸氏の御叱咤

をお待ちしている。

 本紀要は、教官が もちまわりで編集を担当している。創刊号には記載できなかったが、

今後、編集委員会 というかたちで紀要編集に携わっていくことになるので、創刊号か らの

編集担当者 を最後に記しておきたい。

 創刊号編集委員会 矢野智司(本 講座助教授)  新堂粧子(博 士課程3回 生)

 第2号 編集委員会 皆藤 章(本 講座助教授)  本庄 剛(博 士課程1回 生)

                            (学年 は1999年 度現在)

                              2000年2月25日

                                  皆藤 章
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